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自己紹介

令和の時代は「幸せスリム！！」®

Basical Health産業医事務所 代表 佐藤 文彦
fumihiko@basical-h.jp、https://basical-h.jp/
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【経 歴】
平成10年5月 東京都済生会中央病院 内科 臨床研修医
平成13年6月 順天堂大学医学部内科・代謝内分泌学講座 入局
平成15年1月～6月 日本赤十字社医療センター第一内科 医員
平成18年4月～9月 順天堂東京江東高齢者医療センター 助手
平成18年10月～24年6月 順天堂大学 代謝内分泌学 助教

順天堂医院 健康スポーツ室 出向
平成24年7月～28年6月 順天堂大学附属静岡病院 糖尿病・内分泌内科 科長
平成24年7月～28年6月 順天堂大学医学部内科・代謝内分泌学講座 准教授（診療）
平成28年9月～30年4月 日本IBM株式会社 専属産業医

日本IBM健康保険組合 選定議員
平成30年5月～ Basical Health産業医事務所 代表
令和2年４月～令和３年３月 厚生労働省医政局委託事業

「医療従事者勤務環境改善のための助言及び調査業務」委員会委員
令和3年4月～ 日本女子体育大学 体育学部 非常勤講師

医学博士
日本糖尿病学会 糖尿病専門医・研修指導医
日本医師会 認定産業医
日本医師会 認定 健康スポーツ医
日本内科学会 認定内科医
日本コーチ協会 認定メディカルコーチ

mailto:fumihiko@basical-h.jp
https://basical-h.jp/
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院内のコミュニケーションを活発にさせている病院は、

コロナ禍でも離職者が少なく、収益を上げている

コロナ禍で分かってきた「医師の働き方改革」
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令和の時代、その病院(部門)を評価する上で、有益な指標は

離職者数(率)/年
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医道審議会医師分科会医師臨床研修部会 報告書

4
厚生労働省HP 2018年3月30日│医道審議会医師分科会医師臨床研修部会 報告書
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10803000-Iseikyoku-Ijika/0000209702. pdf P29

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10803000-Iseikyoku-Ijika/0000209702
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順天堂大学静岡病院糖尿病・内分泌内科 売上高の推移

5

売上高（%）

90%

100%

110%

120%

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

環境改善

過去最高
130%

令和元年厚生労働省委託 医療勤務環境改善マネージメントシステムに基づく
医療機関の取組に対する支援の充実を図るための検討委員会 p362

糖尿病・内分泌内科の売上高は
「働き方改革」による環境改善の進捗とともに、伸びてきた。
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院長、診療部長、内科医局長、内科秘書、当科医局員、外来主任、病棟師長、

栄養部科長、病棟薬剤師、外来事務（医療補助員）、医事課、医療連携室、

非常勤外来担当先生、近隣の糖尿病専門医、近隣医師会の非専門医の先生方など

30人ヒアリング

テーマ：今の組織への改善点、変えるために何が必要か？
不満、不安、改善、夢や将来像まで。

様々な医療スタッフへの「30人ヒアリング」

見えてきた課題

•労働時間が長い（毎朝7～8時出勤、22～23時まで病院に）

•救急外来の搬送患者が多い

•都心から離れた地方生活のストレス

これからの医療経営者・管理職は、
多方面の医療関係者等から、
如何に多くのフィードバックをもらい、
それを病院運営に反映していけるかが、
「令和の時代」を生き残る重要なポイント！！
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 医師

・本当に医師にしかできない業務に専念してもらう

・他の医療者でもできることは、きちんと教え切ってタスクシフトしていく

7

④各医療従事者の資格を活かした業務に専念できるように、
各々の職種の業務の棚卸しを行い、新患患者診察お断り数を
減らしていった。

 薬剤師・管理栄養士・各種技師

・自分の職種でできる業務を最大限に活用してもらう

・医師や看護師は、きちんと教え切ってタスクシフトしていく

 医療事務・助手

・可能な限り、きちんと教え切ってタスクシフトしていく

・業務オーバーの場合は、各医局などで秘書採用などを検討

 看護師

・本当に看護師にしかできない業務に専念してもらう

・他の医療者でもできることは、きちんと教え切ってタスクシフトしていく

・専門ナースの資格を、そのナースに最大限に発揮してもらう
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2020年11月12日発売!!
アマゾン・楽天・ヤフー等でも購入可能
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佐藤文彦 著；中央経済社

定価：2800円（税別）



多職種連携

病院経営

質の向上

患者満足度

医療事故防止

理想的なチーム医療

提供： 松本メディカルコミュニケーションズ 松本一成先生
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COVID-19の影響とコーチング活用

1. あなたの職場は、COVID-19の影響をどの程度受けていますか？

58% 39% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大きく受けている 多少受けている あまり受けていない 全く受けていない

97%以上の方が影響を受けていると回答している。

2. COVID-19対応にコーチングが役に立ちましたか？

n=135

Yes
56%

No
28%

未回答/
不明
16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=135
56%の方がコーチングを役立ったと回答している。

10佐藤文彦他：日本医療マネジメント学会(大阪) 2021年6月
対象：コーチ・エィのプログラムでコーチングを学ばれた医療従事者の方、回答者数：135名
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働き方改革におけるコーチング活用領域

1 . 医師・医療従事者の働き方改革を進める上で、
コーチングが役に立つと思う領域を教えて下さい。

44%

37%

37%

40%

14%

13%

12%

8%

9%

4%

4%

5%

3%

50%

56%

51%

48%

59%

57%

48%

44%

42%

45%

41%

36%

11%

7%

7%

11%

12%

26%

27%

36%

41%

43%

42%

45%

45%

58%

1%

1%

1%

4%

4%

8%

6%

8%

8%

12%

23%

1%

1%

1%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

多職種とのコミュニケーション

職員のモチベーション向上

チーム医療

管理職の意識改革

医師以外の医療従事者の業務の見直し・効率化

職員の定着率向上

地域医療連携

医師の業務の見直し・効率化

提供医療内容の見直し

職員の健康増進

勤務時間短縮

医師の定着率向上

医師の人員増

とても役に立つ 役に立つ どちらともいえない あまり役に立たたない 全く役に立たない

11
佐藤文彦他：日本医療マネジメント学会(大阪) 2021年6月
対象：コーチ・エィのプログラムでコーチングを学ばれた医療従事者の方、回答者数：135名
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心理的安全性
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参考：心理的安全性（エイミー・エドモンドソン）
参考：google社の研究により、心理的安全性が効果的なチームの重要な要素とされた。

心理的安全性とは
心理的安全性とは、対人関係においてリスクある行動を取ったときの結果に対する
個人の認知の仕方、つまり、「無知、無能、ネガティブ、邪魔だと思われる可能性
のある行動をしても、このチームなら大丈夫だ」と信じられるかどうかを意味しま
す。心理的安全性の高いチームのメンバーは、他のメンバーに対してリスクを取る
ことに不安を感じていません。

発言機会を平等に与える
競争よりも協力を
ポジティブ思考を意識する
上司が部下を尊重する
付加価値の高い1on1を実施する
チームで新人社員をサポートする
評価方法を見直す
風通しの良い組織を作る

心理的安全性を高めるためには？
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2021年3月1９日発売!!
アマゾン・楽天・ヤフー等でも購入可能

13

佐藤文彦 著；ディスカバー２１社

定価：2800円（税別）

https://www.coacha.com/seminar/coachacademia_forum2/
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女性医師の増加も、働き方改革の背景のひとつ。
男性女性ともに、出産・育児をしながら医師として働き続けること、
出産、育児をする同僚と一緒に働くことができる環境の整備が急務。

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10801000-Iseikyoku-Soumuka/0000069214.pdf
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宿日直・時間外勤務は、各診療科で個別対応

19
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概要：医療業務特性調査

20

医療業務特性調査
各医療業務がどのような特性があるのか
を整理することで、
・移管対象業務の選定
・実施のタイミングの時期選定などに
役立てる

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ Ⅳ

必要 必要なし

資格の必要性

医
学
的
ス
キ
ル

高
い

高
く
な
い

業務遂行のための医学的スキル

業務遂行のための資格の必要性

高 低

必要 不要

業務発生時の緊急対応の必要性 必要 不要

患者の生命・健康との関係性 高 中 低

移管対象

1 糖尿病外来 再診外来

初診外来

フットケア外来

臨時対応

書類作成

病棟コンサルト対応

他科コンサルト対応

2 一般内科外来 一般内科外来

他科コンサルト対応

内科ミーティング　出席

3 病棟業務（主科） 糖尿病支援入院

糖尿病支援入院 カンファレンス

糖尿病患者（支援入院以外の通常入院）

糖尿病患者（緊急入院）

内分泌患者　通常入院

内分泌患者　緊急入院

その他の原因疾患での入院

4 病棟業務（兼科、コンサルト） 他科入院糖尿病患者　血糖コントロール

他科入院糖尿病患者　当科初診問診

他科入院内分泌患者対応

他科入院内分泌患者　当科初診問診

書類作成

業務区分

No 大分類 No 中分類 No 小分類

想
定
さ
れ
る
特
性
調
査
項
目
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職場のコミュニケーション活性化による 働きやすさの追求

21

職場のコミュニケーション設計 働きやすさ視点での課題整理

• 現在、どのような頻度で、どのようなミーティングがあるのか
• どのような頻度なら集まれるか
• 職場のコミュニケーションのためにどの程度の時間を割けら
れるか

• フリーに意見交換ができるコミュニケーションを行う場合の司
会の適任者は誰か

• 労働時間実態
• 悩みや不満
• 不安なこと
• 職場メンバーへの要望・提案

ヒ
ア
リ
ン
グ
項
目

対
象
者

職場の代表者 全員（個別に）

コンサルタント
によるヒアリング

コンサルタント
によるまとめ

実践準備
代表者とコンサルによる実践方法調整

コミュニケーション＆働きやすさ追求の説明会

実践
（コンサルタントによ

るサポート）

職場のコミュニケーション活性化（実践）
・悩み・不安が言える

・親身になってアドバイス・業務サポート
・みんなで働きやすさを追求する



●プログラム：「働き方改革」に対するアンケート調査の詳細

テーマ：「病院内の働き方改革」
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医師・医療職向け
チームビルディングの土台作りのためのマネジメント研修（例）
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全体像の
把握

コミュニケー
ションの土台

作り

モデルケー
ス・

組織開発開始
院内全体へ
拡大展開

地域を巻き込
んだ規模の大
きい改革へ

1年目 2年目 3年目

働き方改革、全体の流れ
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地域医療連携システムの関連施設

地域医療連携推進法人



ヘルスケア産業（公的保険外サービスの産業群）の市場規模（推計）

民間保険
サービス 患者向け

商品・サービス*

要支援・要介護者
向け商品・サービス*

終活

看取り

周辺サービス
（未算出）

ヘルスケア産業
（患者/要支援・要介護者の生活を支援するもの）

約15.8兆円 約17.3兆円 約20.6兆円
16年 20年 25年機能補完*

健康経営
関連

癒

住

衣

遊・学
食

運動*

測*

予防*

知 睡眠

ヘルスケア産業
(健康保持・増進に働きかけるもの)

約9.2兆円 約10.3兆円 約12.5兆円
16年 20年 25年

＜出典＞経済産業省委託事業
*データ利用の制約上、公的保険サービス等を含む

※今後、ヘルスケア産業政策の動向等を踏まえ、随時見直しを行っていく

公的医療保険・介護保険

地域包括ケアシステム

疾患/介護共通
商品・サービス

図表は第９回新事業創出WG（平成３
０年４月１１日）資料３より引用

26

○ ヘルスケア産業（公的保険を支える公的保険外サービスの産業群）の全体像を整理した上で、民間調査会社等
が既に試算している各産業分野の市場規模を集計し、現状及び将来の市場規模を推計。2016年は約25兆円、
2025年には約33兆円になると推計された。

○ 予防・進行抑制・共生型の健康・医療システムには、公的保険サービスと公的保険外サービスの連携が重要。



“糖尿病放置病をなくそう!!” by 河盛隆造
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29

４７都道府県すべてに
「医師の働き方改革」の相談窓口があります
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地域の専属産業医など、プロの産業医に、
病院の運営に協力してもらう

30

長時間労働の医師への健康確保措置に関するマニュアル
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000677259.pdf
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一般の人達へ、今まで以上の
ヘルスリテラシー向上も重要！！

31
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地域医療連携・推進は、SDGs活動の一環!!

32
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